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　最近は新型コロナウイルス蔓延の影響で、皆様家庭内で過ごされる機会が多くなっていると思います。今回は家屋内で大地
震に遭遇することを想定した、重要な対応策について述べたいと思います。
　図1は、大地震時に発生した家屋内における怪我の原因の割合を示したものです。  

　阪神・淡路大地震の怪我の原因の約50％は家具の転倒によるものでした。地震への備えとして、家具やテレビの転倒防止は
大変重要です。転倒防止のための対策として、図2のようなものがあります。 

　ストッパー式器具は、家具の下に楔のように敷
いて、敷いた側に家具が倒れにくくする器具です。
　マット式器具は、粘着性のゲル状のもので、家
具の下の床や壁面の間に貼り付けて、家具がず
れたり倒れるのを防ぐ器具です。
　ポール式器具（つっぱり棒）は、家具と天井の
間に装着して、家具を倒れにくくする器具です。
　L型金具は、家具を金具とねじで壁面に固定す
る器具です。転倒防止効果は、図2に示すように
L型金具が最大ですが、壁面に穴を開け傷つける
点が欠点です。図3のように、器具を組み合わせ
ると、転倒防止効果を増すことができます。 

災害への対応（第3回）

図２　家具の転倒防止対策 

http://www.nhk.or.jp/sonae/special/bousai_no_chie/index.html より引用 

図4のように、新聞紙や段ボール箱を利用して家具の転倒防止を行うこともできます。 

http://www.nhk.or.jp/sonae/special/bousai_no_chie/index.html より引用 

図３　転倒防止効果を増すための工夫 

図4　身近なものでできる家具の転倒防止

ポール式器具
（つっぱり棒）

新聞紙をたたんだもので、家具を壁側に傾斜させる。 家具と天井の隙間を段ボール箱などでつめる。

L型金具
（上向き取付）ストッパー式器具  もしくは  マット式器具

＋ ＝

http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h25/72/bousaitaisaku.html より引用 

図7　耐震改修・耐震シェルターの設置
「シェルキューブ」は既存建物内部の居室に設置して、
大地震時の建物倒壊から、ご家族の命を守るものです。

家具の転倒落下 46％ ガラス 29％ その他

不明

家具の転倒落下防止に関する調査委研究委員会報告/東京消防庁

図1　家屋内における怪我の原因 

0 50 100％

家屋の倒壊

香川県の住宅耐震対策補助（民間住宅耐震対策支援事業）
• 耐震診断
要した費用に対して9万円を限度に90％を補助

• 本格的な耐震改修
要した費用に対して100万円を限度に全額補助

• 簡易な耐震改修
要した費用に対して50万円を限度に全額補助

• 耐震シェルター・ベッドの設置
要した費用に対して20万円を限度に全額補助

　図5のように、家具の向きを変えるだけでも、家具転倒
による怪我の予防に繋がります。 

　家具の転倒によりドアが開かなくなり、閉じ込められ
た例もありますので、図6のように、ドアと家具との位置
関係に気を配ることも重要です。

図５　家具の配置を変える① 

http://www.nhk.or.jp/sonae/special/bousai_no_chie/index.html より引用 

図６　家具の配置を変える② 

http://www.nhk.or.jp/sonae/special/bousai_no_chie/index.html より引用 

　自宅が昭和56年５月31日以前に建てられた場合、自治体から『民間住宅耐震対策支援事業』の補助を受けることができます。
耐震診断結果で、耐震改修工事や耐震シェルター等設置工事に必要なお金が補助されます。香川県の補助金の概要を記していま
すが、それぞれの市町により、多少の違いがあります。各市町のホームページから『民間住宅耐震対策支援事業』を検索すると、正
確な補助内容がわかります。 
　ガラスによる怪我の予防のためには、サッシや窓ガラスに飛散防止フィルムを張っておくことが有効です。空き巣予防にも
効果がありますので、お勧めです。 

副院長 兼 災害管理室長　関　啓輔
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